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　　静岡地学　第 104 号（ 2011 ） 地学散歩（84）

静岡県 GEO DATA（5）

地学散歩（84）
　「静岡地学」100～103 号では，創立 40 周年記念事業による「静岡県 GEO DATA」のうち，中部
支部より 21 件（C001～C021），東部支部より 13 件（E001～E013），西部支部より 11 件（W001～
W011）の計 45 件を掲載した．100 号でも予告した通り，その他の GEO DATA については，今後「地
学散歩」で随時公表してゆく予定である．本 104 号では，中部支部から C022 瀬戸川層中の漣痕（リ
ップルマーク）を，西部支部から W012 久根鉱山跡掲載する．

「静岡地学」　本部編集委員　生形貴男

（ⅰ）

入退会，年会の講演申し込み等の事務全般の問い合わせ
　　　庶務　楠　賢司
　　　〒 422-8529 静岡市駿河区大谷 836　静岡大学教育学部地学教室
　　　Tel: 054-238-4640
　　　E-mail: edkkusu@ipc.shizuoka.ac.jp

地学会外からの取材や問い合わせ窓口
　　　渉外・広報　和田秀樹
　　　〒 422-8529 静岡市駿河区大谷 836　静岡大学理学部地球科学科
　　　Tel: 054-238-4788　Fax: 054-238-0491
　　　E-mail: sehwada@ipc.shizuoka.ac.jp

「静岡地学」への投稿
　　　編集委員　生形貴男
　　　〒 422-8529 静岡市駿河区大谷 836　静岡大学理学部地球科学科
　　　Tel: 054-238-4797　Fax: 054-238-0491
　　　E-mail: sbtubuk@ipc.shizuoka.ac.jp

表 1　2010 年度決算・2011 年度予算案
収　　入 2010年度決算 2011年度予算

会 　 費 755,200円 780,000円
利 　 子 112　 200　
雑 収 入 16,800　 10,000　
繰 越 金 60,614　 47271　
繰 入 金 250,000　 150,000　
合　　 計 1,082,726　 987,471　
支　　出 2010年度決算 2011年度予算

会 誌 印 刷 609,000円 500,000円 
通信・送料 70,420　 70,000　
年会・総会 64,730　 70,000　
支部活動費 100,000　 100,000　
運営委員会 30,700　 40,000　
事 務 局 127,503　 150,000　
予 備 費 80,373　 57,471　
合　　 計 1,082,726　 987,471　

表 2　2010 年度役員・委員
役
員 会　長 狩 野 謙 一 静大理学部

東
部
委
員

支部長 増 島　 淳 沼津市教育委員会
行　事 斉 藤 俊 仁 伊豆城ヶ崎ネイチャースクール
編　集 齋 藤 朗 三 富士市立少年自然の家

中
部
委
員

支部長 松 本 仁 美 静岡・宮竹小学校
行　事 久保田　実 静岡雙葉高校
編　集 坂 田 算 浩 県立科学技術高校

西
部
委
員

支部長 加 藤 国 雄 県立浜松城北工業高校
行　事 今 村 守 孝 西遠女子学園
編　集 森 田 明 宏 県立浜松湖東高校

本
部
委
員

庶　務 道 林 克 禎 静大理学部
庶　務 楠　 賢 司 静大教育学部
会　計 島 田 雅 史 静岡・久能小学校
渉外･広報 和 田 秀 樹 静大理学部
編　集 生 形 貴 男 静大理学部

監
査

桜井美津夫 静岡・駒形小学校
森　 伸 一＊各項目間の流用を認める．

＊巡検会等は独立会計を原則とする．



（ⅱ）

　静岡市葵区油山にある採石場には瀬戸川層群の砂岩頁
岩互層や黒色頁岩層が露出する．採石場の最奥部，黒色
頁岩層の表面に漣痕（リップルマーク）を見つけること
ができる．
　海底に堆積した砂や泥は未固結のため，水流によって
侵食堆積が繰り返され波状の微地形を作り出す．このよ
うにして作られたものを漣痕（リップルマーク）と呼ん
でいる．この露頭では見かけ上，写真左上から右下にか
けての流れが読み取れる．静岡市近郊では，見つけるこ
とが少なくなった貴重な地学現象である．
　なお，採石場に入るには許可が必要である．

（松本仁美）

C022　瀬戸川層群中の漣痕（リップルマーク）（静岡市葵区油山）

国土地理院　1：25,000　牛妻



（ⅲ）

W012　久根鉱山跡

　久根鉱山へは浜松市の市街地から国道 152 号線を北上
し，佐久間町大井の大井橋を渡る．西渡の家並みを過ぎて
まもなく，左側の眼下に久根鉱山跡がある．
　久根鉱山は江戸時代享保年間に開坑されたと言われ，長
い歴史を持っていた．明治 32 年には古川機械金属株式会
社が買収した．鉄道が開通するまでは船を使って鉱石を運
搬し，天竜川 60 km を往復していた．廃坑になってから
も鉱山の坑道跡からは酸性の水が流れ出し，石灰で中和し
てから天竜川に放流している．水質管理のために事務所が
設置され，今なお数名の方が働いている．
　久根の鉱床は，別子銅山（愛媛県）や日立鉱山（茨城県）
と同じ層状含銅硫化鉄鉱床でキースラーガーとも呼ばれ，
三波川帯の変成岩に層状ないしレンズ状に挟まれている．
このタイプの鉱床からは黄銅鉱・磁硫鉄鉱・黄鉄鉱・閃亜
鉛鉱などが採掘される．成因は，海底で噴出する熱水が鉱
床を形成し，熱水鉱床がさらに変成作用を受けたものとさ
れる． （写真：今村守孝　本文：加藤国雄）

国土地理院　1：25,000 地形図　佐久間


